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「
運
動

「
運
動
」」とと「「
交
流
交
流
」」で
認
知
症
予
防

で
認
知
症
予
防

認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う

認
知
症
を
正
し
く
知
ろ
う

認
知
症
予
防
の
考
え
方

　音楽療法士による、曲の合唱や曲に合わせた体操などを

楽しむ教室です。今回の教室は屋外で、しかも桜が開花す

る中での開催となりました。音楽療法は精神的安定や脳の

活性化、リラクゼーションの効果があります。

日本ノルディックウオーキング協会公認インストラクター

による、手軽でありながら効果的に有酸素運動ができる講

座です。「無理なく運動したい」「歩き方をきれいにしたい」

などのご希望を持つかたにぴったりです。

私
た
ち
に
身
近
な
認
知
症

　

認
知
症
は
、
加
齢
と
と
も
に
発

症
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
に
は
、
65
歳
以
上
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
長
寿
大
国

の
日
本
で
は
、
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
病
気
で
す
。

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
か
つ
、
確
実
に
な
ら

な
い
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
予
防
の
考
え
方
は
「
認
知
症
に

な
る
こ
と
を
先
送
り
に
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら

も
、「
症
状
の
進
行
を
予
防
す
る
」

と
い
う
意
味
で
認
知
症
予
防
が
大

切
で
す
。

絶
や
さ
な
い
こ
と
」の
２
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
「
体
に
い
い
こ
と
」
を

行
う
と
、
結
果
的
に
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
何
よ
り
ス
ト

レ
ス
は
大
敵
で
す
。
自
分
が
楽
し

く
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

体
に
い
い
は
脳
に
も
い
い

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
応
援

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

体
と
心
と
脳
が
元
気
に
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み

を
始
め
た
く
て
も
き
っ
か
け
が
な

い
」「
一
人
で
は
続
か
な
い
」
と

い
う
か
た
に
は
特
に
お
す
す
め
で

す
。
事
業
へ
の
参
加
を
機
に
、
交

流
の
輪
も
広
が
り
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
か
た
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
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春の音楽療法教室春の音楽療法教室ノルディックウオーキング講座ノルディックウオーキング講座

１ まちなか測定教室　２ デジタ
ルライフ教室　３ ふれあい脳若
教室　４ 認知症予防教室

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症
の人や家族を応援するかたのことです。町では、平成２０
年度から６００人以上のサポーターを養成してきました。
この講座は、認知症の知識習得に限らず、地域の関係づく
りにも役立ちます。受講希望のかたは、地域包括支援セン
ターまでご連絡ください。

１

２

３

４

　

認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
軽
く
息
が
は
ず
む
程
度
の
運
動

を
す
る
こ
と
」「
人
と
の
交
流
を

りんどうカフェ

地域包括支援センター職員
（健康介護課介護高齢係員）

日時　毎月第３月曜日

　　　午後１時30分～３時

場所　グループホームりんどう喫茶室

問合せ　ミモザ荘在宅介護支援センター

　　　　 ７７－２５５０

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
支
え
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

板
倉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
介
護
、
福
祉
、
健
康
、

医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
拠

点
で
す
。

　

認
知
症
の
か
た
が
地
域
で
安

全
安
心
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
に

関
す
る
お
悩
み
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
属
す
る
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

役
場
庁
舎
１
階
２
番
窓

口
（
介
護
高
齢
係
内
）

日時　毎月第４月曜日

　　　午後１時30分～３時

場所　めぐグループホーム板倉

問合せ　めぐグループホーム板倉

　　　　 ７０－４１８７

気
軽
に
相
談
で
き
る

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

認
知
症
や
介
護
の
相
談
が
で

き
る
カ
フ
ェ
、
通
称
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
は
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　

お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域

の
か
た
や
専
門
職
と
交
流
で
き

ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。


